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ズ ィ イクル ( 唱 念 ) 


1 一 ズ イ クル レ ( 唱 目 念 、) の 徳 


信 ダケ グル ( 唱 念 ) に 関す る 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 正しい 指 
導 ・ 


預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 偉大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー を ズ ィ ク ル 
( 唱 念 ) する こと に お いて 、 最 善 の 者 で し た 。 彼 は あら ゆる 時 と あら ゆる 状況 に お いて ア 
ッ ジ ツー を スィ タル ( 唱 念 ) し て いま し た し 、 修 の 言 生 は 全て アッ ラー の ズ ィ ク ル ( 旧 念 
と 、 そ れ に 密 接 に 関連 する 類 の も の で し た 。 ま た 彼 の 命令 と 禁止 令 と 法規 定 は 、 崇 高 な る 
アッ ラー へ の デズ ィ ク ル ( 唱 念 ) で し た し 、 彼 の 伝え た アッ ラー の 美 名 や 属性 や や 行為 や 諸 規 
定 も また 、 彼 の その 主 に 対す る ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) で し た 。 ま た 彼 の その 主 に 対す る 賞 替 や 
その 崇高 さや 楽 光 の 讃 美 、 主 へ の 願い 、 か れ へ の 呼び か け 、 か れ へ の 英 れ や や 希望 な ど は 全 
て 、 そ の 主 に 対す る ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) だ っ た の で す 。 














人 @ この 章 で は 、 聖 クシ アーン と 真正 な る 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
の ハデ ィ ー ス で 言及 され た 、 イ スラ ー ム の 教え に 忠実 に 則っ た ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) の 
数 々 を 取り 上 げ て いき ます 。 





久 偉大 か つ 壮 厳 な る アッ ラー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) は 、 最 も 簡単 で 容易 で ある 一 方 、 最 も 
優れ か つ 偉 大 な イ バ ー ダ ( 江 拝 行為 ) で す 。 ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) する た め に 舌 を 動か す 
こと は 身体 の 運動 の 中 で も 最も 楽 な も の で し ょ う 。 ア ッ ラ ー は この 行い に 関し 、 他 の 
行い に は 定め られ な か っ た よう な 徳 や 報奨 を お 与え に な り ま し た 。 





信 ズ ケ グル ( 唱 念 ) と だ ッ デー (祈願 ) の 形 : 





の は 、 


忠 
NyY 


ズ ィ イク ル ( 唱 念 ) と ドゥ アー (祈願 ) は 本 来 、 声 に 出し ませ ん 。 声 に 出し て 
イス ラー ム 法 典拠 に お いて その よう な 言及 が ある 場合 に 限定 され ます 。 








1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た : 争 そ し て 朝 に 夕 に 声 を 上 げ る こと な く 、 自 ら 
の 内 で 慎 ま し く 長 れ な が ら 、 あ な た の 主 を ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) する の だ 。( 主 の ズ ィ ク ル に 
お いて ) 無頓着 な 者 た ちの 仲間 で あっ て は な ら な い 、。) 思 (クル アデ アーン 7 : 205) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 急 あ な た の 主 に 慎 まし く 、 そ し て 秘か に ドッ 
アー (祈願 ) せよ 。 か れ は 行き 過ぎ る 者 を 愛 で ら れ な い の だ か ら 。 思 (クル アー ン 7 : 
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55) 
@ 偉 大 か つ 蘭 厳 な る アッ ラー の ズ ア クル ( 唱 念 ) の 諸 利 益 : 





偉大 か つ 苦 厳 な る アッ ラー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) に は 、 非 常に 沢山 の 偉大 な 利益 が あり ま 
す : 


それ は 最も 慈悲 深い お 方 (アッ ラー の こと ) を 悦 ば せ 、 シ ャ イタ ー ン (悪魔 ) を 放 逐 し 
人 GE 心身 を 
強固 に し ます 。 ま た 心 と 顔 に 光 を 与え 、 糧 を 呼び 、 恐 怖 を 解消 し て くれ ます 。 そ し て それ 
は 、 天 国 に お ける 投資 な の で す 。 












































また 偉大 か つ 革 厳 な る アッ ラー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) は 罪 を 消し 去り 、 ア ッ ラ ー の 懲罰 か 
ら の 救い を も た らし ます 。 ま た アッ ラー と その し も べべ の 間 の 疎遠 さ を 解消 し 、 し も べ に 対 
し て 更 な る アッ ラー へ の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) や か れ へ の 愛情 、 親 し み 、 悔 悟 、 緊 密 な 関係 な 
DE お 0 0 ある で ES 旧 お る の ツタ デー MS 2 
荘厳 さや 威厳 、 輝 き と い っ た も の で 包み 込ま れ ま す 。 そ し て 静 寂 と 慈悲 に よっ て 績 わ れ 、 
お 0 
ち ) の も と で ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) する 者 を 論 め 称え 、 天 使 た らち ら は その 行い を 吹聴 し て 回 り ま 
す 。 こ 2 行っ た 理由 ゆえ に 、 偉 大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー は か れ が 常に マ ィ クル ( 唱 念 ) さ 
れる よう に 命じ られ た の で す 。 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た : 争 信 仰 (イー マー 
ン ) する 者 た ちよ 、 ア ッ ラ ー AN 
だ 。 中 (クル アー ン 33 : 41 一 42) 



































@⑯ シー バー キア ー ム ・ デ アッ テー ダ ー ク ハー トム (来世 まで 継続 する 善行 ) * : 


1 一 「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー」 そ の 意味 は : アッ ラー が いか な る 欠陥 や 落ち 度 か ら も 無縁 で 
ある 崇高 な 存在 で あり 、 か れ の ルケ ブー どー ゼ ダ や ウル ー と ーー に お いて いか な る 共同 者 や 
参与 者 も な く 、 ま た か れ の 美 名 や 属性 に 相似 し た 存在 は な い 、 と いう こと で す 。 





2 一 「 ア ルミ ハム ド ・ リ ッ ラ ー」 そ の 意味 は : 全て の 賞 大 が アッ ラー に こそ あり 、 か れ 
が その 本 質 と 美 名 と 属性 、 及 びそ の 行為 と 恩恵 、 そ し て 宗教 と 法 に お いて 讃え られ る べき 
存在 で ある と いう こと で す 。 





| 訳者 注 :・「 ア ル テ バ ー キ ヤー ト ・ ア ッ テ サ ー リ ハー ト 」 は 語源 的 に は 上 記 の よう な 意味 で す が 、 そ の 具体 的 な 意味 を 
示す 伝承 が ほぼ 同じ 内 容 で 数 多く 存在 し て いま す 。 つ まり アフ マ ド 、 イ ブン ・ ヒ ッ パ バー ン 、 ア ル テ ハ ー キ ム 、 ア ブー・ 
ヤァ ラー ら が アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル テ フ ドッ リー か ら 伝 える 伝承 な ど が その 1 つ で 、 そ こ で は 教 友 た ちの 「 ア ッ ラ ー 
の 使徒 よ 、 そ れ (アル = バー キヤ ー ト ・ ア ッ = テ サー リハ ー ト ) は 何で すか ?」 と いう 質問 に 答え る 形 で 、 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) が 「( そ れ ら は : ) “タク ビー ル (アッ ラー フ ・ ア ク バ ル と いう 言葉 ) ” と “ タ ハ リー ル 

(ラー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー と いう 言葉 )” と “タス ビー フ (スプ ハー ナッ ラー と いう 言葉 )”" と “ タ ハ ミー ド ( ア 
ル テ ハ ム ド ・ リ ッ ラ ー と いう 言葉 )" と “ラー・ ハ ウラ ・ ワ ・ ラ ー・ ク ウ ワ タ ・ イ ッ ラ ー・ ビ ッ ラ ー” で ある 。」 と 説明 
し て いま す 。 
2 訳者 注 : いわ ゆる 主 性 。 つ まり この 世 の 創 造 や 管理 、 所 有 や や 支配 な ど に 関す る 権威 。 
3 訳者 注 : いわ ゆる 神 性 。 つ まり 真 に 崇 拝 され る べき 権威 。 
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3 一 「 ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 そ の 意味 は : アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きい 
か な る 存在 も な く 、 イ バー ダ (崇拝 行為 ) は か れ の み に 捧 げ ら れ 他 の 何 も の も そこ に 参与 
する こと は な く 、 い か な る 被 造物 も イ バ ー ダ (上 拝 行為 ) を 捧げ られ る こと は な い 、 と い 
の AS 4 


4 一 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 そ の 意味 は : アッ ラー の み に 最 高 の 荘 厳 さ と 偉大 さと 楽 
光 が 属 す の で あり 、 か れ 以 外 の いか な る も の も そこ に お いて か れ に 参与 する こと は な い 、 
SD の: 呈 G39 


5 リタ ーッ の ウラ ッッ ワ アラ ーッ ク ウ ワ タ イッ ラ ーー ピップ デ 」 党 の 意味 ほ は ょ ュ デック 
ー こ そ が 真 の 威力 を 備え られ た お 方 で あり 、 か れ 以 外 の いか な る も の も 状態 を 変転 させ た 
りす る こと は な く 、 ま た か れ の お 力 な し に は いか な る 行為 も 成 誌 き れ な いと いう こと で す 。 





@ 至高 の アッ ラー を ズン プク グル ( 唱 念 ) する こと の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 釣 ゆ え に わ れ (アッ ラー の こと ) を ズ ィ ク ル 
( 唱 念 ) せよ 。 そ うす れ ば われ も 、 あ な た 方 を ( 罪 の 赦し を も っ て ) 償 お う 。 そ し て われ 
に 感謝 し 、 忘 力 の 徒 と な る の で は な い 。 四 (クルアーン 2 : 152) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た : 的 (彼ら と は ) 信仰 し 、 そ の 心 が ア チッ ラー の 
ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) で 平穏 で ある 者 た ち (で ある )。 ア ッ ラ ー の ズ ィ ク ル に よっ て 心 が 平 穏 
に な ら な いこ と が あろ うか 。 6 (クル アー ン 13 : 28) 








3 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 角 ア ッ ラ ー を 多く ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) する 男女 
に は 、 ア ッ ラ ー が この 上 な い お 赤 し を ご 用 意 さ れ た 。EB (クル アー ン 33 : 35) 


4 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 至 高 の ア ッ ラ ー は こ 2 う 仰 られ た : “われ 
は し も べ が われ を 思う その 思い の 通り に あり *、 彼 ら が われ を 念じ れ ば 彼 と と も に ある 。 も 
し 彼 が われ を 彼 自身 の 中 で 念じ れ ば 、 わ れ も 自 分 自身 の 中 で 彼 を 念じ る 。 も し 彼 が 集団 で 
われ を 念じ る の で あれ ば 、 わ れ は 彼ら より よい 一 団 (天使 た ち ) に お いて 彼 を 念じ る 。 も 
し 彼 が われ に 手の平 分 だ け 近 付け ば 、 わ れ は 片腕 分 だ け 彼 に 近付く だ ろう 。 そ し て も し わ 
れ に 片腕 分 だ け 近 付け ば 、 わ れ は 彼 に 両 腕 分 だ け 近 付く だ ろう 。 も し 役 が われ へ と 歩い て 
来 た ら われ は 役 へ と 走っ て いく だ ろう 。"」( ア ルミ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 








PS 


訳者 注 : 例え ば 何ら か の イ バ ー ダ (上 箇 拝 行為 ) を 行っ た 上 で 、 ア ッ ラ ー が それ に 報奨 を 与え て 下さ る と いう こと を 有 
望 に 考え る 者 は 、 ア ッ ラ ー が その 通り に 叶え て 下さ り ま す 。 一 方 それ に 居 疑 的 な 者 は 、 ア ッ ラ ー も それ 相応 の も の を 
も っ て 応じ られ ます 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 仰 ら れ ま し た :「 ア ッ ラ ー に 対し て 希望 的 な 
観測 を も つこ と な し に は 、 こ の 世 を 去っ て は な ら な い 。」( サ ヒー フ ・ ム スリ ム ) 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (7405) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2675)。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
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5 一 アブ ー・ ム ふ ムー サー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ 主 を 念じ る 者 と 念じ な い 者 の 例 
は 、 あ た か も 生 者 と 死人 の それ の よう で ある 。"」( ア ル テ プ ハー リー の 伝承 り 





⑯ 。 ズ アク グン ( 唱 念 ) の 場 の 徳 : 

グル ルー ゲカ タル ツア ビー テム み が びり めき 、 言い まし た 【 夫 は (デジ ラー ャ タテ イシ と ツゲ デ ダグ 
ー・ サ イー ド ・ ア ル = テ フ ド ッ リ サリー (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が 、 預 言 者 (後に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 次 の よう に 語っ た と 証言 し た こと を 、 証 言 し ます : “人 々 
が 座っ て 偉大 か つ 曹 厳 な る アッ ラー を ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) する な ら ば 、 天 使 た ちら が その 周り 
を 飛翔 し 、 慈 悲 が 彼ら を い 、 静 寂 が 彼ら の も と を 訪れ 、 そ し て アッ ラー は か れ の 御 許 に 
ある 1 団 (天使 た ち ) の も と で 、 彼 ら を 褒め 称え る で あろ う 。”"」( ム スリ ム の 伝承 











@ いか な る 集まり の 場 に お いて も 至高 の アッ ラー を ズ ア クル ( 唱 念 ) し 、 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 祝福 を 祈る こと の 義務 : 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た : 凶 そ し て あな た の 主 の 御名 を 唱え 、 か れ (へ 
の 奉仕 と 人 拝 ) に 没頭 する の だ 。EB (クル アー ン 73 : 8) 





2 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 台 言 者 (後に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 集 まり の 場 に 座 し て も 、 そ こ に お いて アッ ラー 
の 御名 が 唱え られ る こと も な く 、 預 言 者 に 祝福 も 祈 ら れ な い の な ら 、 そ れ は 彼ら に と っ て 
後悔 の 元 で ある 。」 (アッー テニ ティ ルミ ズィー と アフ マ ャ ド の 伝承 り 








3 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 区 言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー が ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) され る こと の な い 
集まり か ら 場 を 立つ の は 、 ロ バ の 死体 同様 の も の か ら 立 ち 上 が る よう な も の で ある 。 彼ら 
に は 後悔 が ある の だ 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 り 








@ 至高 の アッ ラー を 常に プア クル ( 唱 念 ) する こと の 徳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 的 実に 諸 天 地 の 創造 と 昼夜 の 変転 の 中 に こ 
は 、 思 慮 ある 者 た ち へ の み し る し が ある 。 彼ら は 立ち 、 座 り 、 横 に な っ て アッ ラー を ズ ィ 
クル ( 唱 念 ) し 、 天 地 の 創 造 に 思い を 馳せ て こう 言う :「 私 た ちの 主 よ 、 あ な た は これ ら 

(の 創造 ) を 徒 に お 創り に な っ た の で は あり ませ ん 。( そ の よう な 無益 さや 落ち 度 か ら ) 





6 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6407) 。 

7 サ ヒ ビー フ ・ ム スリ ム (2700)。 

8 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (3380)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2691) 、 ム スナ 

ド ・ ア フ マ ャ ド (9580)。 ア ッ テ ス ィ ル スイ ィ イラ ト ・ ア ッ ニ テニ サ ヒ ー ハ (?⑦4) 参照 。 文 章 は アッ テニ ティ ルミ ズィー の も の 。 

3 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4855) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4064) 、 ス ナン ・ ア 

ッ デ ティ ルミ ズィー (3380)、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ ニティ ルミ ズ ィ イー (2691)。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
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病 か に 祭 高 な お 方 よ 。 私 た ち を 地獄 の 業火 の 懲 凡 か ら 、 お 救い 下さ い 。」 思 (クル アー ン 
3 : 190 一 191) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て ダテ ー (礼拝 ) が 終わ っ た ら 地 上 に 
散開 し 、 ア ッ ラ ー の お 上 恵み を 求め (努力 すず) る の だ 。 そ し て アッ ラー を よく ズ ィ ク ル (上 晶 
念 ) せよ 。 あな た 方 は 恐らく 成功 する で あろ う 。 eg (クル アー ン 62 : 10) 





3 一 アプ ドッ ラー・ ブ ン ・ ブ スル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 あ る 男 が 
言い まし た :「“" ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) よ 、 イ スラ ー ム の 
制約 は 私 に と っ て 多 過 ぎ ま す 。 で すか ら 私 が 遵守 出来 る 範囲 の こと を 教え て 下さ い 。” ( す 
る と 預言 者 は ) 言い まし た 。“ あ な た の 舌 を 、 ア ッ ラ ー の ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) で も っ て 乾 か 
さ な い よう に し な さい 。"」 (アッー ニティ ルミ ズィー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 














4 一 アブ ー・ ア ッ テ ダ ル ダ ー ッ ゥ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 預 言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こ う 言 いま し た : “最善 か つ 主 の 御 許 で 最も 清 
く 、 ま た あな た 方 の 位階 を 最も 高め 、 金 銀 を 施す こと より も あな た 方 に と っ て よい こと を 
教え を て や ろう か ? (そし て 実に それ は ) あな た 方 が 敵 と 遭遇 し 、 互 い の 首 を 討ち 合う こと 
よめ の 帝 よ いこ と な の だ 、。 と た る と 孝太 た ちば) 言い まし た 夫 ひ と も 。 言 者 貞 ) 言 
いま し た “ 高 の アッ ラー の ズ ィ イク ル ( 卓 念 ) で ある 。“」 (アッ ター デ テディ ルミ ズィー と イジ デジ 
ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 

















5 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は どん な 時 で も アッ ラー を ズ ィ ク ル ( 唱 念 ) し て いま し た 。」( ム 
スリ ム の 伝承 ② 








9 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ ニティ ルミ ズィー (3375) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2687) 、 ス ナ 
ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3793) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3060)。 文章 は アッ テニ ティ ルミ ズィー の も の 。 
1 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ ニテ ィ ル ミズ イー (3377) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ = テ ティル ミズ イー (2688) 、 ス ナ 
ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3790) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3057)。 
2 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (373)。 
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